
市町村合併について考える
今月号は、10月に18歳以上の住民の方に行いました住民意向調査について、報告します。

みなさんの御協力に感謝申し上げます。

調査の概要

調査対象者：18歳以上の住民（18歳以上の住民とは、次のいずれかに該当する方です。）
・昭和61年４月１日以前に生まれた方（18歳以上）で平成16年10月１日現在におい

て、道志村の住民基本台帳又は、外国人登録原票に登録されている方。

・平成16年10月１日から10月７日までに道志村住民基本台帳又は、外国人登録原票

から、抹消された方を除く。

標　本　数：1,766人
調 査 方 法：配布…役場職員配布　　回収…郵送
調 査 期 間：平成16年10月８日　～　平成16年10月15日まで、８日間
回 収 結 果：1,559人（88.28％）

以下結果については、次のとおりとなっています。
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図3 合併を進める。進めない。年代別

図2 合併を進める。進めない。男女別
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111人 
50％ 

101人 
51％ 

117人 
47％ 

128人 
48％ 

86人 
39％ 

147人 
41％ 

110人 
50％ 

97人 
49％ 

132人 
53％ 

140人 
52％ 

133人 
61％ 

213人 
59％ 

11人 
32％ 10人 

23人 
68％ 
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男性 女性 無記入 無回答 
0

100

200

300

400

500

 

327人 

11人 21人 10人 

411人 416人 363人 

進める 

進めない 

合 計 進める

701

45.0%

848

54.4%

10

0.6%

進めない 無回答

全 体 1,559

100%割 合

合 計 男性

327 363 11

女性 性別無記入 無回答

進める 701

411 416 21848

1010

738 779 32 101,559

47.3% 50.0% 2.1% 0.6%100%

進めない

無回答

全　体

割　合

図1 合併を進める。進めない。
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合　計

進める 701

進めない 848

無回答 10

全　体 1,559

割　合 100%

18～20代

111

110

221

14.2%

30代

101

97

198

12.7%

40代

117

132

249

16.0%

50代

128

140

268

17.2%

60代

86

133

219

14.0%

70代以上

147

213

360

23.1%

性別・年齢
無記入 無回答

11

23

34

2.2%

10

10

0.6%

表1 合併を進める。進めない。年代別の割合。

進める 111 50％

110 50％

221 100％

101

97

198

51％

49％

100％

117

132

249

47％

53％

100％

128

140

268

48％

52％

100％
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133
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無回答

全　体

18～20代 30代 40代 50代 60代 70代以上 無記入 無回答

進める

進めない

無回答

全　体

701

合計 男性 女性 男性 女性 男性 女性 男性 女性 男性 女性 男性 女性 性別・年齢
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1,559

49

57

106

62

53

115

48

47

95

53

50

103

59

69

128

58

63

121

65

77

142

63
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18～20代 30代 40代 50代 60代 70代以上 無記入 無回答

無回答

配布数

回収割合

1,766

男性 女性

88.28％
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86.89％ 82.73％

139
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男性 女性

109

87.16％ 92.79％
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30代

男性 女性
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男性 女性
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50代

男性 女性
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60代

男性 女性
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図5 合併を進める。進めない。年代・男女別の回収率

図4 合併を進める。進めない。年代別、男女別
進める 
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老人医療費はみんなで支えあっています
高齢の方は病院などの医療機関の窓口で、かかった医療費の一部負担金を支払っています。

しかし、残りの医療費は老人保健拠出金でまかなわれています。この老人保健搬出金の費用を

負担しているのが、各医療保険制度の保険者（国保や健保組合など）やその被保険者である高

齢者以外の世代の人たちです。

老人医療の公費負担割合については医療制度の改正に伴い、平成14年から5年間で、3割か

ら5割に段階的に引き上げます。平成18年10月から公費負担割合は50％となります。

老人医療費の負担割合

（平成18年10月～）

70歳以上の方にかかった
一般診療医療費の構成割合

道志村における
老人保健医療費の推移

生活習慣病の予防や正しい医療のかかり方は、高齢の方だけでなく、若い世代から
気を付けていかなければなりません。
医療費節約のためにすべての世代の方のご協力をお願いいたします。

その他その他 
57.8％ 

脳卒中脳卒中 
12.3％ 

高血圧症高血圧症 
10.8％ 

がんがん 
9.4％ 

糖尿病糖尿病 
5.0％ 

心臓病心臓病 
4.7％ 

その他 
57.8％ 

脳卒中 
12.3％ 

高血圧症 
10.8％ 

がん 
9.4％ 

糖尿病 
5.0％ 

心臓病 
4.7％ 

おもな 
生活習慣病 
42.2％ 

資料：厚生労働省「平成13年度　国民医療費」 
0 5千万 1億 1億5千万 2億 2億5千万 

248,121,930円　前年伸率：11.5％ 
対象人数：382人　一人当り：649,533円 

250,318,284円　前年伸率：7.8％ 
対象人数：380人　一人当り：658,732円 

248,121,930円　前年伸率：11.5％ 
対象人数：382人　一人当り：649,533円 

237,270,668円　前年伸率：－4.4％ 
対象人数：406人　一人当り：584,410円 
237,270,668円　前年伸率：－4.4％ 
対象人数：406人　一人当り：584,410円 

232,048,883円　前年伸率：－2.2％ 
対象人数：419人　一人当り：553,816円 
232,048,883円　前年伸率：－2.2％ 
対象人数：419人　一人当り：553,816円 

250,318,284円　前年伸率：7.8％ 
対象人数：380人　一人当り：658,732円 

平成12年度 

平成13年度 

平成14年度 

平成15年度 

公費負担割合 30％

～14年9月 14年10月～ 15年10月～ 16年10月～ 17年10月～ 18年10月～

34％ 38％ 42％ 46％ 50％

各医療保険制度50％
国保、企業などの健保組合、共済組合など

公費50％
国：都道府県：市町村＝4：1：１な

ど

一
部
負
担
金
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老人医療費は毎年増加しています
老人保健制度＊で医療を受けている高齢者人口が増えていることによって、老人医療費は増加

する傾向にあります。

平成13年度の老人医療費は、国民医療費全体（31兆3,234億円）の37.2％となる11兆6,560億

円と増加しており、平成27年度には27兆円になると予想されています。

＊老人保健制度……75歳（一定の障害のある人は65歳）以上の人と、昭和7年9月30日以前に生まれた
人の医療保険制度。

国民医療費と老人医療費の推移

なぜ老人医療費は増えるのでしょう？
高齢者1人当たりの医療費は若い世代1人当たりの医療費と比べるとおよそ5倍といわれています。
では、なぜ高齢の方の医療費は高額になるのでしょう。

高齢になると心身の機能の低下などにより、
病気やけがが増えてきます
生活習慣病と呼ばれる、「高血圧症」や「心臓病」、「糖尿病」などの病気を抱える方が
増え、受診率が他の年齢層と比べて高くなります。

療養期間が長くなります
生活習慣病などの慢性的な病気は、完治することが難しく、また他の病気も併発しやす
いため、通院や入院などの療養期間が長くなります。同様に骨粗しょう症などによる骨折
などでの受診も多くなり、療養期間が長くなることから、高齢者の医療費の支出が増えて
いきます。

病院など医療機関へのかかり方も
高齢の方だけでなく、医療機関の重複受診や急病のとき以外の時間外・休日受診などは医
療費の増加につながります。
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11兆6,560億円 

31兆3,234億円 

37.2％ 
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●
全
国
表
彰
〔
標
語
〕

前
年
度
行
わ
れ
た
、
全
国
漁
業
連
合
会

の
標
語
の
全
国
表
彰
が
、
今
年
の
夏
休
み

に
霞
ヶ
関
の
水
産
庁
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

全
国
表
彰
の
式
へ
の
参
加
は
、
た
っ
た

四
人
だ
け
で
し
た
が
、
何
と
、
そ
の
中
の

二
人
が
道
志
小
学
校
の
児
童
で
あ
る
と
言

う
快
挙
で
し
た
。

県
内
の
入
賞
も
な
か
な
か
大
変
な
こ
と

な
の
で
す
が
、
全
国
審
査
の
対
象
に
な
る

作
品
が
、
道
志
小
の
児
童
に
も
書
け
る
の

で
す
か
ら
、
胸
を
張
っ
て
学
校
生
活
を
送

っ
て
欲
し
い
と
思
い
ま
す
。
作
品
は

○
二
年
〔
佐
藤
幸
大
〕
全
漁
連
会
長
賞

「
川
遊
び
　
ご
み
と
思
い
で
　

持
ち
帰
る
」

○
六
年
〔
杉
本
有
華
〕
全
漁
連
会
長
賞

「
ま
あ
い
い
か
　
ひ
と
つ
の
ご
み
が

川
汚
す
」

●
運
動
会

去
年
は
、
谷
工

の
取
り
壊
し
工
事

で
、
運
動
場
で
の

練
習
が
制
限
さ
れ

て
い
ま
し
た
が
、

今
年
は
予
定
通
り
に
練
習
す
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。

し
か
し
、
今
年
は
酷
暑
の
中
で
の
練
習

で
し
た
の
で
、
毎
日
水
筒
や
下
着
・
手
ぬ
　

ぐ
い
持
参
の
練
習
で
し
た
。
特
に
六
年
の

太
鼓
の
練
習
は
、
体
育
館
の
中
で
し
た
の

で
相
当
大
変
だ
っ
た
と
思
い
ま
す
。

太
鼓
保
存
会
の
方
や
Ｐ
理
事
の
方
々
の

協
力
で
、
思
い
出
深
い
運
動
会
を
行
う
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。

●
収
穫
の
秋

栽
培
活
動
で「
サ
ツ
マ
イ
モ
、

ミ
ニ
ト
マ
ト
、
ス
イ
カ
、
稲
作
、

ジ
ャ
ガ
イ
モ
」
等
の
栽
培
を
行

い
、
農
家
の
人
々
の
仕
事
の
大

変
さ
や
、
食
べ
物
を
大
切
に
す

る
勉
強
を
行
い
ま
し
た
。

去
年
は
、
殆
ど
の
野
菜
が
イ

ノ
シ
シ
の
「
え
さ
」
に
な
っ
て

し
ま
い
ま
し
た
。
そ
こ
で
、
今

年
は
、
防
護
ネ
ッ
ト
を
配
置
し

道志小学校道志小学校 
（第（第1414号）号） 
道志小学校 
（第14号） 

た
お
か
げ
で
、
大
量
の

収
穫
が
で
き
、
み
な
大

喜
び
で
し
た
。

今
は
、
学
習
の
ま
と

め
の
発
表
会
や
、
「
調

理
・
会
食
」
の
取
り
組

み
を
し
、
共
に
収
穫
の

喜
び
を
味
わ
っ
て
い
ま

す
。

●
横
浜
親
善
訪
問

今
年
も
、
五
年
生
が
十
月
初
旬
に
横
浜

訪
問
に
行
っ
て
き
ま
し
た
。
今
年
は
、
台

風
や
秋
の
長
雨
で
心
配
し
て
い
ま
し
た
が
、

五
年
生
の
行
い
の
成
果
か
、
素
晴
ら
し
い

天
候
の
中
で
実
施
で
き
ま
し
た
。

今
年
の
五
年
生
は
元
気
が
い
い
の
で
、

バ
ス
の
中
で
は
ガ
イ
ド
さ
ん
の
仕
事
を
取

っ
て
し
ま
う
ほ
ど
マ
イ
ク
を
離
す
こ
と
な

く
、出
し
物
が
た
く
さ
ん
出
て
い
ま
し
た
。

ま
た
、
水
道
局
の
方
々
へ
の
挨
拶
も
し
っ

か
り
で
き
た
り
、
各
施
設
に
見
学
に
来
た

他
校
の
児
童
に
も
、
学
校
名
を
質
問
し
た

り
す
る
な
ど
、
積
極
的
に
自
分
を
表
現
す

る
こ
と
が
で
き
て
お
り
、
び
っ
く
り
し
ま

し
た
。



村
民
体
育
祭
が
、
十
月
三
日
開
催
、
あ

い
に
く
の
雨
天
と
な
り
、
道
志
中
学
校
体

育
館
に
お
い
て
、
地
区
の
自
治
会
長
さ
ん

を
は
じ
め
、
役
員
や
関
係
者
の
方
々
が
集

ま
り
、
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

開
会
式
で
は
、
道
志
村
体
育
協
会
、
山

口
正
信
会
長
の
挨
拶
、
引
き
続
き
佐
藤
村

長
、
県
議
会
議
員
の
高
村
、
渡
辺
、
両
県

議
や
村
議
会
議
員
、
長
田
議
長
、
佐
藤
教

育
委
員
長
の
挨
拶
が
あ
り
ま
し
た
。

ま
た
、
体
育
関
係
に
功
績
の
あ
っ
た

方
々
の
表
彰
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
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競
技
に
お
い
て
は
、
体
育
館
の
中
で
行

え
る
競
技
を
行
い
、
地
区
対
抗
に
お
い
て

も
和
気
あ
い
あ
い
の
中
で
競
技
が
行
わ
れ

ま
し
た
。
こ
の
体
育
祭
を
通
じ
て
体
力
の

向
上
が
実
感
で
き
た
で
し
ょ
う
。

優
　
勝
　
神
　
地
チ
ー
ム

準
優
勝
　
川
原
畑
チ
ー
ム

三
　
位
　
善
之
木
チ
ー
ム

表
彰
さ
れ
た
方
は
、
次
の
と
お
り
で
す
。

第
四
十
三
回

村

民

体

育

祭

成 績

平成16年度関東高等学校ボート大会　
女子ダブルスカル　第２位　佐藤 里奈

平成16年度山梨県高等学校総合体育大会
女子ソフトボール　第１位　長田 由衣

第６回全国高校女子ウエイトリフティング競技
75kg級　　第５位　山口 ミカ

平成16年度山梨県中学校ソフトボール選手権大会
第３位　　中学校女子ソフトボール部

平成16年度ソフトボールリーグ戦
優 勝　太陽ベアーズ

平成16年度婦人バレーボールリーグ戦
優 勝　善之木クラブ

体育特別功労者表彰

選手宣誓　善之木チーム代表　杉本純哉さん

地区対抗競技には、熱が入る

入　場　行　進
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粗大ゴミ収集のお知らせ
次の日程で粗大ゴミを収集しますのでお知らせします。

月・日

11月28日

12月 9 日

12月16日

時　　間

午前 6:00～10:00
午後12:00～ 3:00

午前 6:00～10:00
午後12:00～ 3:00

午前 6:00～10:00
午後12:00～ 3:00

場　　　所

道志小学校 職員駐車場・道志中学校駐車場

旧唐沢小学校庭・旧善之木小学校庭

旧久保分校・月夜野消防詰め所

注意事項
■ソファー、ベット等のスプリングマ
ットは、解体して、スプリングとマ
ットレスに分けて出してください。

■アコーディオンカーテン・マッサー
ジ機等は、金属部分を解体して別々
に出してください。

■ふとんは、ヒモで縛って出してくだ
さい。

■スピーカー・プレーヤー（家電製品）
等の電気コードは、切って出してく
ださい。

●
農
業
用
廃
プ
ラ
は
、
各
地
区
の

収
集
場
所
に
指
定
日
の
午
前
七

時
〜
九
時
ま
で
に
出
し
て
く
だ

さ
い
。
そ
れ
以
外
の
時
間
に
は

出
さ
な
い
で
く
だ
さ
い
。

●
廃
プ
ラ
は
、
塩
化
ビ
ニ
ー
ル
、

ポ
リ
エ
チ
レ
ン
系
な
ど
の
性
質

が
違
う
の
で
、
種
類
ご
と
に
分

別
し
て
束
ね
て
く
だ
さ
い
。

●
処
理
機
械
の
故
障
の
原
因
と
な

り
ま
す
の
で
、
土
砂
は
除
去
し
、

ゴ
ミ
や
金
物
な
ど
の
異
物
は
絶

対
に
入
れ
な
い
で
く
だ
さ
い
。

●
梱
包
（
荷
造
り
）
す
る
時
は
、

ビ
ニ
ー
ル
等
を
一
メ
ー
ト
ル
く

ら
い
に
折
り
た
た
み
、
一
包
の

重
量
を
十
〜
十
五
kg
程
度
に
し

て
、
二
ヶ
所
ま
た
は
十
字
に
ヒ

モ
で
結
束
し
て
く
だ
さ
い
。

農
業
用
廃
プ
ラ
（
使
用
済
み
の
マ
ル
チ
ビ
ニ
ー
ル
や
ポ
リ
フ
ィ
ル
ム
な
ど
。）

は
、
「
廃
棄
物
の
処
理
お
よ
び
清
掃
に
関
す
る
法
律
」
に
よ
っ
て
排
出
者
で
あ

る
農
家
自
ら
の
責
任
に
お
い
て
処
理
す
る
こ
と
が
義
務
づ
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
法
律
で
は
、
農
業
用
廃
プ
ラ
を
み
だ
り
に
捨
て
た
り
、
野
焼
き
し
た
り

す
る
と
罰
せ
ら
れ
ま
す
。

道
志
村
で
は
、
こ
れ
ま
で
も
農
業
用
廃
プ
ラ
の
再
利
用
を
目
的
に
収
集
し
て

お
り
貴
重
な
資
源
の
リ
サ
イ
ク
ル
に
寄
与
し
て
お
り
ま
す
。

ハウス用プラスチックフィルム マルチ用プラスチックフィルム
プラスチック肥料袋
農薬の空容器など

▼
収
集
場
所

・
月
夜
野
〜
大
室
指

旧
久
保
分
校
玄
関
前

・
椿
〜
西
和
出
村

役
場
玄
関
前

・
谷
相
〜
上
中
山

旧
唐
沢
小
体
育
館

玄
関
前

・
下
善
之
木
〜
長
又

旧
善
之
木
小
玄
関
前

▼
収
集
日

十
一
月
二
十
五
日
（木）

午
前
七
時
〜
午
前
九
時

▼
次
回
収
集
予
定

平
成
十
七
年
五
月
頃

収
集
日
以
外
に
は
絶
対
に

出
さ
な
い
で
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先

役
場
産
業
観
光
課
　
農
政
係

電
話
（
五
二
）
二
一
一
五

農
業
用
廃
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
の

収

集

に
つ
い
て

ベッド，アコーディオンカーテン， 
ソファー（解体してください） 

ウレタンマットレス，ジュータン 
（3分の1に切断） 
カーペット，クッション 

ふとん 
（1日5枚まで） 

ドア，フスマ，障子，畳，雨戸， 
アルミサッシ（全部で6枚） 

掃除機，ビデオデッキ， 
扇風機 

自転車・旅行カバン 

ベビーダンス，木製机，洋服ダンス 
家具調コタツ，コタツ板，食器棚　 

スピーカー，アンプ， 
プレーヤー 

乾燥機 
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「「「「第第第第55556666回回回回人人人人権権権権週週週週間間間間」」」」ののののおおおお知知知知ららららせせせせ
12月10日は「人権デー（Human Rights Day）」です。

法務省と全国人権擁護委員連合会では、本年も12月4日から10日までの1週間を「人権週間」

と定め、住民の皆様に人権思想の普及高揚を呼びかけております。

今年度の人権週間の強調事項は、次の14項目ですが、これを実現することは、住民すべての

願いです。それぞれの趣旨を理解し、お互いの人権を尊重して明るい社会をつくりましょう。

○女性の地位を高めよう
○子どもの人権を守ろう
○高齢者を大切にする心を育てよう
○障害のある人の完全参加と平等を実現しよう
○部落差別をなくそう
○アイヌの人々に対する理解を深めよう
○外国人の人権を尊重しよう
○HIV感染者やハンセン病患者等に対する偏見をなくそう
○刑を終えて出所した人に対する偏見をなくそう
○犯罪被害者とその家族の人権に配慮しよう
○インターネットを悪用した人権侵害は止めよう
○性的指向を理由とする差別をなくそう
○ホームレスに対する偏見をなくそう
○性同一性障害を理由とする差別をなくそう

人権問題でお困りの方は、お気軽に最寄りの人権擁護委員か法務局にご相談ください。相談は

無料、秘密厳守で、難しい手続きは必要ありません。

TEL 055-252-0110（いじめ110番）
TEL 055-252-0430（女性の人権ホットライン）
TEL 055-252-7239（甲府地方法務局）
TEL 0556-22-0148（甲府地方法務局鰍沢支局）
TEL 0554-43-4381（甲府地方法務局都留支局）

特設人権相談所の開設 日　時：12月3日（金）10時～15時30分

場　所：道志村中央公民館 小会議室
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募
金
総
額
　
二
二
三
’
七
〇
〇
円

緑
の
募
金
の
使
い
道
に
つ
き
ま
し
て
は
、

「
財
団
法
人
　
山
梨
県
緑
化
推
進
機
構

会
長
　
山
本
栄
彦
」
を
通
し
て
「
森
林
の

整
備
」「
緑
化
の
推
進
」「
国
際
緑
化
協
力
」

に
有
効
に
活
用
さ
れ
ま
す
。

今
後
と
も
、
引
き
続
い
て
の
ご
協
力
ご

支
援
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ

ま
す
。

道
志
村
緑
化
推
進
会
議

会
長
　
佐
藤
　
卓
司

食
中
毒
と
い
え
ば
梅
雨
の
時
期
か
ら
初

秋
ま
で
が
発
生
の
ピ
ー
ク
で
す
が
、
冬
に

多
く
発
生
す
る
食
中
毒
も
あ
り
ま
す
。
そ

の
代
表
格
が
ノ
ロ
ウ
イ
ル
ス
に
よ
る
も
の

で
す
。

原
因
と
な
る
ノ
ロ
ウ
イ
ル
ス
は
、
主
に

カ
キ
（
牡
蠣
）
な
ど
の
二
枚
貝
の
中
に
蓄

積
さ
れ
る
た
め
、
生
カ
キ
の
消
費
が
増
大

す
る
冬
に
多
く
の
患
者
が
発
生
す
る
の
で

す
。
な
お
、
二
枚
貝
に
は
、
ア
サ
リ
、
ハ

マ
グ
リ
な
ど
も
仲
間
に
入
り
ま
す
。

「
緑
の
募
金
」
運
動

ご
協
力
有
り
難
う

ご
ざ
い
ま
し
た

ノ
ロ
ウ
イ
ル
ス
に
よ
る

食
中
毒
に
気
を
つ
け
ま
し
ょ
う

平成17年度に村が実施する浄化槽工事を希望する方は、下記の期間にて

申込みを受け付けます。

実施年度 平成17年度内

予定基数 50基

受付期間 平成16年11月１日～平成16年12月24日

※申込み用紙は役場にありますので、担当者に申し出をしてください。

冬のネギ
甘くてトロッとした冬のネギ、鍋料理、すき焼、麺類の薬味などに大活躍です。春に種を

まき、半年以上の育苗・栽培時期を経てようやく収穫となるのです。ネギには特有のにおい

がありますが、このにおい成分をアリシンといい、体を温め、疲労回復のもとになっていま

す。ビタミンB1の吸収率を高める働きがあるため、豚肉やカニなどと合せた料理がおすすめ

です。栄養豊富な葉の部分も捨てずに利用しましょう。

風邪の民間薬 ～身近な食品を活用し、風邪予防～

①大根の輪切りに水飴をかける。
汁を少しずつ何回かに分けて飲む。（のどの痛む時、特に声がれの時）

②キンカンと氷砂糖
キンカン７つ位に氷砂糖を適当に加え水でごとごと煮る。

（香りがよく、飲みやすく咳の出る風邪の時）

③梅干しとだし昆布
梅干し５つ位とだし昆布20cmを400ccの水に入れて煮出し、熱いうちに飲む。

（体がだるい時、熱っぽい時）

④梅干番茶・醤油番茶
梅干１個を湯のみに入れて熱い番茶をつぎ、梅干をくずしながら飲む。番茶に醤油を

少々落して飲むだけでもよい。（お風呂上がりや夜間に何だか風邪を引きそうな時）

⑤風邪を引いたかなと感じた時
コップに１杯の水に酢を小さじ１杯と塩少々いれて、うがいをする。

食 生 活 情 報 だ よ り

平平平平成成成成11117777年年年年度度度度 浄浄浄浄化化化化槽槽槽槽工工工工事事事事のののの受受受受付付付付ににににつつつついいいいててててののののおおおお知知知知ららららせせせせ



○
お
得
な
前
納
制
度

将
来
の
一
定
期
間
の
保
険
料
を
ま
と
め

て
納
め
る
（
前
納
）
と
、
保
険
料
の
割
引

が
あ
っ
て
、
大
変
お
得
で
す
。
前
納
を
希

望
さ
れ
る
場
合
は
、
社
会
保
険
事
務
所
に

ご
相
談
く
だ
さ
い
。

○
便
利
で
確
実
な
口
座
振
替

口
座
振
替
に
す
れ
ば
、
あ
な
た
の
指
定

の
口
座
か
ら
毎
月
自
動
的
に
保
険
料
が
引

き
落
と
さ
れ
ま
す
（
原
則
と
し
て
、
納
付

対
象
月
の
翌
月
末
日
）
。
一
度
手
続
き
す

る
だ
け
で
、
毎
月
金
融
機
関
等
に
出
向
く

必
要
が
な
く
な
り
、
納
め
忘
れ
も
あ
り
ま

せ
ん
。

ま
た
、
口
座
振
替
で
も
、
一
年
前
納

（
毎
年
四
月
）
半
年
前
納
（
毎
年
四
月
と

十
月
）
が
で
き
ま
す
。

手
続
き
は
、
金
融
機
関
・
郵
便
局
の
窓

口
で
。
「
国
民
年
金
保
険
料
口
座
振
替
納

付
申
出
書
」
に
必
要
事
項
を
記
入
し
て
、

金
融
機
関
等
届
出
印
を
押
印
の
上
、
お
出

し
く
だ
さ
い
。

こ
の
ウ
イ
ル
ス
は
少
量
の
百
個
以
下
で

も
感
染
し
、
一
〜
二
日
の
潜
伏
期
間
を
経

て
嘔
吐
、
腹
痛
、
下
痢
等
の
症
状
を
起
こ

す
こ
と
か
ら
、
カ
キ
を
生
食
す
る
場
合
に

は
、
「
生
食
用
」
と
表
示
さ
れ
た
も
の
を

購
入
し
、
消
費
期
限
内
に
召
し
上
が
っ
て

く
だ
さ
い
。

ま
た
、
消
費
期
限
を
過
ぎ
た
も
の
や
加

熱
加
工
用
の
カ
キ
の
場
合
は
、
そ
の
中
心

部
を
八
十
五
℃
で
一
分
以
上
加
熱
す
る
こ

と
で
ウ
イ
ル
ス
を
死
滅
さ
せ
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。
例
と
し
て
カ
キ
フ
ラ
イ
の
場
合

の
目
安
に
つ
い
て
は
、
一
七
〇
℃
の
油
温

で
二
分
強（
冷
凍
品
に
あ
っ
て
は
三
分
強
）

の
調
理
を
心
が
け
て
く
だ
さ
い
。

カ
キ
は
、
シ
ー
ミ
ル
ク
と
呼
ば
れ
る
な

ど
良
質
な
た
ん
ぱ
く
質
を
含
む
食
品
で
す
。

美
味
し
く
い
た
だ
く
に
も
、
ち
ょ
っ
と
し

た
注
意
が
必
要
で
す
。

日
本
に
お
け
る
結
核
は
、
か
つ
て
は
一

年
間
に
約
十
万
人
の
死
者
を
出
し
、
「
国

民
病
」
と
い
わ
れ
る
病
気
で
し
た
。
現
在

は
、
医
療
や
生
活
水
準
の
向
上
に
よ
り
、

き
ち
ん
と
し
た
治
療
を
受
け
れ
ば
、
完
治

す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

し
か
し
、
平
成
十
五
年
の
一
年
間
で
三

万
一
千
人
以
上
の
新
規
結
核
患
者
が
発
生

し
、
約
二
千
三
百
人
が
結
核
で
亡
く
な
っ

て
い
ま
す
。
こ
の
こ
と
は
、
現
在
も
結
核

（21）

結
核
に
つ
い
て

年
金
は
、
世
代
と
世
代
の
支
え
合
い
の

制
度
で
す
。あ
な
た
の
納
め
る
保
険
料
が
、

高
齢
者
世
代
の
生
活
を
支
え
て
い
ま
す
。

同
時
に
、
あ
な
た
や
家
族
の
年
金
権
を
守

る
た
め
に
も
、
保
険
料
は
忘
れ
ず
に
納
め

ま
し
ょ
う
。

国
民
年
金
の
給
付
に
は
、
老
後
の
生
活

保
障
で
あ
る
老
齢
基
礎
年
金
だ
け
で
な
く
、

思
わ
ぬ
事
故
等
に
よ
り
障
害
が
残
っ
た
と

き
の
損
害
基
礎
年
金
、
生
計
を
維
持
し
て

い
る
人
が
亡
く
な
っ
た
と
き
の
遺
族
基
礎

年
金
が
あ
り
ま
す
。
保
険
料
を
納
付
期
限

ま
で
に
納
め
な
け
れ
ば
、
こ
の
よ
う
な
年

金
給
付
を
受
け
ら
れ
な
い
こ
と
が
あ
り
ま

す
（
納
付
期
限
は
納
付
対
象
月
の
翌
月
の

末
日
。
た
だ
し
、
そ
の
日
が
土
曜
日
、
日

曜
日
、
祝
日
等
に
当
た
る
場
合
は
、
そ
の

翌
営
業
日
）。

ま
た
、
納
付
期
限
か
ら
二
年
間
を
経
過

す
る
と
保
険
料
を
納
付
す
る
こ
と
が
で
き

な
く
な
る
た
め
、
将
来
、
受
給
す
る
老
齢

基
礎
年
金
の
年
金
額
が
少
な
く
な
っ
た
り
、

受
け
ら
れ
な
く
な
っ
た
り
す
る
場
合
が
あ

り
ま
す
。

保
険
料
は
、
社
会
保
険
庁
か
ら
送
付
さ

れ
る
「
納
付
案
内
書
」
で
、
金
融
機
関
・

郵
便
局
、
ま
た
は
お
近
く
の
コ
ン
ビ
ニ
エ

ン
ス
ス
ト
ア
・
社
会
保
険
事
務
所
で
納
め

て
く
だ
さ
い
。

保
険
料
は

き
ち
ん
と
収
め
ま
し
ょ
う

が
国
内
最
大
の
感
染
症
で
あ
る
こ
と
を
示

し
、
先
進
諸
国
の
中
で
日
本
は
罹
患
率
・

死
亡
率
と
も
に
高
い
状
況
に
あ
り
ま
す
。

こ
ん
な
症
状
が
で
た
ら
要
注
意

＊
せ
き
…
せ
き
が
二
週
間
以
上
続
い
た
ら

「
単
な
る
風
邪
」
と
思
わ
ず
に
疑
っ
て

み
る
こ
と
が
必
要
で
す
。

＊
た
ん
…
い
つ
も
に
比
べ
て
「
せ
き
や
た

ん
」
が
多
く
な
っ
た
ら
注
意
。

（
せ
き
や
た
ん
は
、
肺
結
核
で
よ
く
見

ら
れ
る
症
状
で
す
）

＊
血
た
ん
や
喀
血

か
っ
け
つ

…
た
ん
に
血
が
混
じ
っ

た
り
、と
き
に
血
を
吐
く
こ
と
が
あ
る
。

＊
疲
労
感
や
倦
怠
感
…
「
何
と
な
く
だ
る

い
、
疲
れ
や
す
い
」
と
い
う
症
状
が
で

る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

＊
微
熱
や
寝
汗
…
粟
粒
結
核
の
よ
う
に
深

刻
な
症
状
で
あ
っ
て
も
発
熱
が
続
く
以

外
に
自
覚
症
状
が
な
い
場
合
も
あ
り
ま

す
。

＊
胸
の
痛
み
…
結
核
性
胸
膜
炎
で
は
、
呼

吸
と
と
も
に
「
チ
ク
ッ
」
と
い
う
胸
の

痛
み
を
感
じ
た
り
、
息
切
れ
が
す
る
こ

と
が
あ
り
ま
す
。

周
囲
の
人
が
結
核
に
か
か
っ
た
り
、
結

核
が
疑
わ
れ
る
症
状
が
続
い
た
ら
医
療
機

関
を
受
診
し
ま
し
ょ
う
。

ま
た
普
段
か
ら
定
期
検
診
を
受
け
る
よ

う
に
心
掛
け
ま
し
ょ
う
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みなさんの身近な話題・ニュースをお寄せ下さい。
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11 月 主 な 行 事
16日　育児教室（福祉センター午後1時30分）

19日　生き生き健康フェスティバル

21日　道の駅イノシシ祭り

22日　ポリオ（診療所午後1時30分）

23日　中学校授業参観

25日　民生・児童委員会（役場午後3時）

25日　幼児検診（福祉センター午後1時30分）

25日　農業委員会（役場午後3時）

27日　資源ゴミ収集（旧久保分校午前7時～
7時30分、道志小午前8時～8時30分、旧唐
沢小午前9時～9時30分、旧善之木小午前
10時～10時30分）

28日　資源ゴミ収集（道志小午前6時～10時、

道志中午後1時～4時）

30日　選挙管理委員会（役場午後3時）

30日　育児教室（福祉センター午後1時30分）

人口 2,144人　男 1,058人　女 1,086人　世帯数 613（H16. 10. 1現在）

体育祭に行いました福祉バザーは、雨天に

もかかわらず皆様の多大なご協力により13

万100円売上げることが出来ました。

売上は郵便局の善意銀行口座に積み福祉

活動のために大切に使わせていただきます。

皆様の暖かいご協力に心より感謝申し上げ

ます。 道志村社会福祉協議会
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福祉バザーご協力
ありがとうございました


